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9. 研究実績の概要

  高齢者施設で問題視されている身体起源の悪臭の除去方法について検討した。高齢者施設の室内環境をシミュレーションした人工気
候室内に、寝たきり状態の高齢者と医者を見立てたダミーサーマルマネキンを設置した。身体起源の悪臭として尿臭の原因物質である
アンモニアガスを寝たきり高齢者に見立てたダミーサーマルマネキンの股間から発生させて、室内の悪臭最大濃度（人体に悪影響を与
えないアンモニアガス濃度：20ppm）に設定した。悪臭は、できるだけ悪臭源の近くで除去することが望ましい。そこで、ダミーサー
マルマネキンとベッドの間に換気するマットレスを設置し、室内の悪臭濃度がどの程度低下するかを調べた。この際、医者と見立てた
ダミーサーマルマネキンの口の位置が室内の悪臭濃度測定箇所として、ガスモニターによってアンモニアガス濃度を測定した。換気す
るマットレス中の空気流量を変化させて、悪臭の除去効果を調べた。その結果、空気の流量を1.5L/sが最も効果的であり、アンモニア
ガス約70％が除去できることがわかった。さらに、換気マットレスから排出されるアンモニアガスを除去させるために、ダクト内に消
臭繊維をフィルターとして設置して消臭効果を調べた。その結果、ダクト内に消臭繊維を円筒状に設置するとアンモニアガスが約80％
消臭されることがわかった。さらに、室内温度を23℃～28℃、室内湿度を30％～80％に設定して、室内温度および湿度が消臭効果に与
える影響を調べた。その結果、この範囲内の温度と湿度では、消臭繊維の消臭効果に影響がないことがわかった。
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